
 

日頃の学びの成果を発揮した３年修学旅行 
      ～４年ぶりに東北方面へ～           校長 中田  和子  

  この修学旅行を終えて、自分が思ったことがあります。それは、

教育目標ってちゃんとできているなぁと思いました。先生方は、社

会に出ても大丈夫になるように、と言っていますが自律、感謝、貢

献が社会に出たときにどれだけ大切かを、この修学旅行を通し

て改めてわかりました。 

 まず自律です。自分は、相手に頼らず自分で考え行動することも

自律の一つだと思います。その中の一つで、次何をするかなどを

しおりをみて確認する。そのことができていたんじゃないのかなと

思います。また、自分で考えて行動する。その中に感謝であった

り、貢献があったりするんだと思います。 

 次に貢献です。例えば、班のために事前準備をしたりすること。

それが、みんなからの信用につながるんじゃないかと思います。 

 そして感謝です。自分は、２種類の感謝があると思います。言え

と言われたから言う感謝。自律的にありがたみをもって言う感

謝。自分たちは、後者の感謝ができたと思っています。後者の感

謝をするために、先生が常々言っている「真剣には真剣で応え

る」、それを実行できれば自然とありがたみを感じ、感謝すること

ができるのかなぁと思いました。自分も少しのことにも感謝をもっ

て、それを言葉にできるようになりたいです。 

 このように、学校の教育目標は大事なことを簡潔にまとめている

んだなと思いました。 

 この修学旅行では、小坂康楽館でのことが思い出に残っていま

す。初めはこの大人たち変なことをしているなぁ・・・と思っていた

んですけれど、見てみると自分の好きなことに対して真剣に向き

合っていて、少しかっこよかったです。レビューという文化も知れ

たし、１０carats さんたちが本当にレビューが好きなんだなぁと

思い、自分も何か好きなことを作って真剣に向き合いたいと思い

ました。 

 

 
⇧修学旅行を終えて書いたある生徒の作文を紹介します。 

本校では学校目標『自律・感謝・貢献』を柱として，教育

活動を推進しています。日常の取組の意味が，このような形

で生徒の実感につながったことを大変嬉しく思います。ま

た，このような視点をもつ程の成長に驚かされました。 

学校が教え指導することは多岐にわたり，これで十分とい

う線引きができるものではありません。その中で，子どもた

ちが社会に出た時，「旭岡中で学んだことが自分の力になっ

ている」と実感できる教育を目指していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

            

 

  

 

 

 

 

 ５月１０日～１２日，今年度の修学旅行を実施しまし

た。コロナ禍により，３年続けて行先・日程が変更され

てきましたが，今年度は４年ぶりに２泊３日・東北方面

に行くことができました。天気にも恵まれ，盛岡市内自

主研修，猊鼻渓での舟下り体験，世界遺産中尊寺，康楽

館のレビューショーなど，普段は触れることのない東北

地方の文化や自然を学ぶ貴重な時間となりました。何よ

り，誰も体調を崩さず事故・けがもなく全員元気に旅行

を終えられたことに感謝します。 

学校行事は，子どもたちが

日々の学びの成果を発揮する

場です。同時に，私たち教職

員は子どもたちの姿から成長

と課題を見取り，よりよい成 

長へとつなげていきます。本校の生活心得には，「社会に

出るための基本を身に付けよう」と記されており，社会

と直接触れ合い学ぶ今回の修学旅行では，３年生の成長

をたくさん見ることができました。 

 例えば，様々な式の司会進行やレクレーション等では

担当生徒がそれぞれの役割をしっかりと果たしていまし

た。また，新幹線やバスの中では公共の場を意識して行

動したり，「しおり」で行程を確認し自主的に動いたりす

る様子も見られました。そして，今回特に印象的だった

のは，注意・指導されたことを翌日すぐに改善しようと

する態度です。失敗を繰り返さないことが，成長の第一

歩です。これからもその気持ちをぜひもち続けてほしい

と思います。 

 ２８名が共に過ごした３日間は，きっとかけがえのな

い時間になったことでしょう。３年生には，修学旅行を

通して学んだこと， 

得た経験をどのよう 

に活かしていくかを 

考え，実践していく 

ことを期待します。 

  

 

 

 

 

令和５年度 旭岡中学校  学校だより NO.３ 

 
函館市西旭岡町３丁目５番地 

TEL 50-3609   FAX 50-4412 

【重点目標】 『 自ら考え､判断し､表現できる生徒の育成 』     HP  https://member-asahioka-jh.edumap.jp  

【教育目標】 自ら考え学び 自己実現できる人(自律), 自他を敬愛し ともに生きる人(感謝), 心身を磨き 社会形成に参画する人(貢献) 

秋田の小坂康楽館前にて 



 

本校では、全教職員による公開授業研究を行っています。

今年度の研究テーマの一つが「教科横断的な課題設定」で

す。第1 回目として、１A で数学と音楽の共同授業を行いま

した。めあては「数と音符の関連を理解しよう」です。 

生徒の感想を紹介します。「音符と数学は関係があること

を初めて知った。」「「音符で足し算できることもわかった。楽し

かった。」「２つの教科を合わせてするのは初めてなので楽しか

ったです。」「最後に白石先生がギターを弾いていてすごいと思

いました。」「各教科の細かいところがいろいろ繋がっているんだ

なと思いました。」 

タブレットを使って、生徒が主体的に前回の授業の復習を

したり、グループ毎に答えの解説を行ったりと、１時間集中し

て数学に取り組む姿が 

見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

本校は昨年度と今年度、函館市の「緑化モデル校」に指

定されています。その事業の一環として、ツツジ苗木と花苗８

０株を寄贈されました。２３日に保護者の方々にも手伝っ

ていただき、生徒玄関横の花壇に、花を植えました。今年度

は、チューリップも咲いていて、とても綺麗ですので、来校の際

はぜひご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８日（月）前期生徒総会を行いました。今までは、紙に印

刷した議案書を使っていましたが、今回から全校生徒が自分の

タブレットを持って総会に臨みます。審議内容も、「生徒会総務

は忙しいので、学級と連携しては？」「縦割り活動を増やしてほ

しい。」「整列のとき生活委員も指示をしてはどうでしょう？」な

ど、思いやりと前向きな気持ちのあふれる内容でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

６／ ２(金) 中体連陸上競技大会壮行式  

英語検定 

 ／ ４(日) 中体連陸上競技大会（北斗市） 

／ ５(月) 中体連陸上競技大会報告会 

 ／ ６(火) スクールカウンセラー来校 

 ／ ７(水) 歯科検診  

／ ８(木) 教育相談開始～1５日 

／ ９(金) ALT来校 

／１４(水) 職員会議  

／１６(金) 定期テスト3週間前  

      修学旅行発表会 

／２１(水) 一斉専門委員会 

／２３(金) 中体連総合大会壮行式 

／２５(日) 中体連（野球～2８日） 

／２６(月) 中体連（ｻｯｶｰ･ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ～2８日） 

      生徒応援なし 

3時間授業（給食無し）～2８日 

／２９(木) 全学年弁当持参 

中体連総合大会報告会 
 
 
 

 


